
もう工具は無くさない！！素晴らしい管理システムのご紹介 

いつも記事をお読みいただき、ありがとうございます。日々、明石支所で２０７系や３２１

系の車両メンテナンスをしているシュンです。 

今回は、JR 西日本テクノスが考案した RFID タグによる工具管理について、具体的に紹介

したいと思います。 

鉄道業界においても工具管理は、大変気にしている部分です。例えば、屋根上に工具を置き

忘れてしまったら、どうなるでしょうか。 それが 100km/h 近い速度で走行中に落下してし

まうと……。想像するだけで怖いです。 

 

工具の確認時間が結構かかります 

 

私が働いている明石支所での工具管理は、個人に貸与されているものと、共用のものがあり

ます。私の工具は、こんな感じです。ドライバーやペンチは腰に付けるホルダーに、スパナ

などは工具箱に入れています。 

 

 

私が使用している個人用の工具 



工具がきちんと揃っているかどうか、ホルダーに入れる工具は一目で分かりますが、工具箱

に入れる工具は、確認に結構、時間がかかるんですよね。 

共用の工具は簡単に確認できるよう、写真のように並べて保管しています。ここから工具を

持っていく場合はホワイトボードに記入して、一日の最後に工具が全てあるか、確認する仕

組みです。 

 

 

一目でわかるよう保管されている共用の工具 

 

一瞬で読み取る RFIDタグ 

 

RFID タグですが、無線でデータを読み取れるタグです。 

 

身近なところでいうと無人コンビニなどで使われています。商品に RFID タグをつけてお

くと、レジにて一瞬で商品を読み取り、すぐに会計が出来ます。 

では、 JR 西日本テクノスが考案した RFID タグによる工具管理システムを見ていきましょ

う。 

 



皆さん想像してみてください。工具確認する時に数が足りずにぞっとする瞬間を。また、置

き忘れた工具を必死に探し回る様子を。車両の床下や線路に置き忘れていたら大変です。そ

んな工具の置忘れもこのシステムを導入すれば全て解決します。 

 

RFID タグを使った工具管理システム構成図。 

 

まず、個人や工具の情報を登録した RFID タグをそれぞれ作成し、社員証や工具に貼り付け

ます。 

工具を持ち出すときは、個人情報を登録した RFID タグをリーダーに読み込ませたのち、工

具の RFID タグをリーダーに読み込ませます。 

工具返却も、同様の手順で完了。誰が、いつ、何を持ち出したか、返却されていない工具が

ないか、一目でわかるというシステムです。 

RFID タグは、ロット数にもよりますが、価格は安いもので数円といいます。 

 

 

 

。 

 

RFID リーダーで「持出し申請」を選択し、工具の情報が登録されたタグを近づけると……

一瞬で全ての工具情報を読み取ってくれました！ 凄い！ ほんと 1 秒くらいで読み取り完

了です。 
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